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態
に
な
っ
て
い
る
。
生
活
利
便

施
設
と
し
て
は
公
園
、ト
イ
レ
、

駐
車
場
、
広
い
歩
行
者
優
先
道

等
に
市
民
の
希
望
が
集
中
し
て

お
り
、
計
画
は
な
か
な
か
進
ん

で
い
な
い
。
計
画
全
体
の
進
め

方
や
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
市

長
の
評
価
を
伺
う
。

市
長　

ま
ち
づ
く
り
３
法
の
改

正
が
行
わ
れ
計
画
の
練
り
直
し

も
あ
り
ま
す
が
、
市
の
対
応
事

業
は
、
一
応
、
計
画
通
り
推
移

し
て
い
る
と
み
て
い
ま
す
。

岩
沼
ら
し
さ
と
は
「
何
」

問　

私
は
そ
う
み
て
い
な
い
。

中
央
通
商
店
街
の
歩
道
の
未
整

備
に
つ
い
て
は
電
柱
や
ふ
た
が

け
側
溝
に
よ
り
歩
き
づ
ら
く
、

交
通
量
が
多
い
た
め
危
険
な
状

況
に
あ
る
と
市
は
分
析
し
て
い

る
。
市
が
危
険
と
認
識
し
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
よ
り
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
計
画
を
進
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長　

危
険
だ
と
す
れ
ば
、
も

ち
ろ
ん
放
置
で
き
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
こ
そ
今
回
の
計
画
を
や
り

ま
す
。

問　

｢

岩
沼
ら
し
さ｣

や｢

岩
沼

ブ
ラ
ン
ド｣

を
市
長
は
ど
う
い
う

も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
の
か
。

　

明
確
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
な
け
れ
ば
、
言
葉
だ
け
が
遊

ん
で
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

ま
だ
明
確
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
明
確
に
で
き
る
よ
う

に
い
ろ
い
ろ
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　

４
月
か
ら
の
介
護
認
定
新

シ
ス
テ
ム
は
、
認
知
症
の
介
護

実
態
が
反
映
さ
れ
に
く
く
、
現

在
の
介
護
度
よ
り
低
く
判
定
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
影
響
を
ど

の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
か
。

民
生
部
長　

認
定
調
査
項
目
が

82
か
ら
74
に
、
調
査
デ
ー
タ
が

平
成
13
年
か
ら
19
年
に
変
更
。

一
時
判
定
の
要
介
護
１
相
当
の

判
定
結
果
が
要
支
援
２
、
要
介

護
１
と
判
定
さ
れ
ま
す
が
、
モ

デ
ル
事
業
の
結
果
、
お
お
む
ね

平
準
化
さ
れ
る
と
み
て
い
ま

す
。独

自
の
手
だ
て
ほ
し
い

問　

軽
度
に
な
る
ほ
ど
サ
ー
ビ

ス
限
度
額
が
減
り
、「
要
支
援
」

で
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
な
い
。
ま
た
、「
要
支
援
、

要
介
護
１
」
で
は
車
い
す
や
電

動
ベ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
で
き
な

い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
が

あ
る
。「
非
該
当
」
と
さ
れ
る

と
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
な
い
。
認
定
の
軽
度
化

に
拍
車
が
か
か
る
と
予
想
さ
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
利
用
者
に

不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
独
自

の
手
立
て
を
と
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

民
生
部
長　

支
給
限
度
額
に
対

す
る
利
用
率
は
半
分
ぐ
ら
い
で

あ
り
、
即
不
利
益
に
な
る
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問　

生
活
が
本
当
に
大
変
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
も
通
し
、
判
定

の
変
更
は
想
定
し
て
い
る
か
。

民
生
部
長　

ケ
ー
ス
に
よ
り
変

更
の
場
合
も
あ
る
か
と
。
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
十
分
な
相
談
を

し
ま
す
。

問　

介
護
認
定
者
の
現
況
に
つ

い
て
伺
う
。

民
生
部
長　

本
年
１
月
末
ま
で

の
要
介
護
認
定
者
数
は
、「
要

支
援
１
」
が
１
０
８
人
、「
２
」

が
２
０
３
人
、「
要
介
護
１
」

が
２
０
３
人
、「
２
」
が
１
８

６
人
、「
３
」が
２
５
８
人
、「
４
」

が
１
９
１
人
、「
５
」
が
１
７

６
人
、
合
計
で
１
、
３
２
５
人

で
す
。

要
介
護
者
の
負
担
額
は

問　

施
設
待
機
者
の
現
況
に
つ

い
て
伺
う
。

民
生
部
長　

昨
年
の
３
月
末
の

岩
沼
市
の
被
用
者
保
険
の
待
機

者
数
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
２
施
設
で
３
０
９
人
、
老
人

保
健
施
設
で
８
人
、
認
知
症
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
２
施
設

で
29
人
、ケ
ア
ハ
ウ
ス
で
７
人
、

合
計
３
５
３
人
で
す
。

問　

要
介
護
者
の
負
担
状
況
に

つ
い
て
伺
う
。

民
生
部
長　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
の

自
己
負
担
に
は
、
心
身
状
況
や

家
族
の
介
護
力
、
所
得
状
況
な

ど
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
、
限

度
額
が
異
な
り
ま
す
。
昨
年
11

月
現
在
の
自
己
負
担
額
の
単
純

平
均
は
、
本
人
10
％
負
担
の
場

合
で
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

限
度
額
１
万
77
円
、
認
知
症
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
所

す
る
場
合
の
地
域
密
着
型
介
護

サ
ー
ビ
ス
分
は
、
１
万
７
、
２

２
６
円
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
入
所
す
る
場
合
の
介

護
施
設
サ
ー
ビ
ス
分
は
、
２
万

６
、
５
７
２
円
で
す
。
ほ
か
に

居
住
費
と
食
費
が
自
己
負
担
に

な
り
ま
す
。

問　

中
小
企
業
の
技
術
力
向
上

に
つ
な
が
る
産
業
財
産
権
（
特

許
権
、
実
用
新
案
権
、
意
匠
権
、

商
標
権
）
取
得
費
用
に
補
助
金

制
度
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

市
長　

産
業
財
産
権
の
取
得
に

つ
い
て
は
、
第
一
義
的
に
は
企

業
が
意
欲
的
に
考
え
る
べ
き
で

あ
り
、
補
助
制
度
は
考
え
て
い

渡
辺
ふ
さ
子

介
護
保
険
の
認
定
シ
ス
テ
ム

高
齢
者
福
祉
・
介
護
行
政

長
田　

雅
裕

地
域
経
済
の
活
性
化飯

塚　

悦
男

グループホームあぶくま
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